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神奈川県愛川町におけるアカハライモリ Cynops pyrrhogaster
の継続的な観察による生息記録

小林龍太郎・鈴木大輔・安房田智司

Ryotaro Kobayashi, Daisuke Suzuki and Satoshi Awata: Documentation of the 
continued presence of the Japanese fire-bellied newt (Cynops pyrrhogaster) 

in Aikawa Town, Kanagawa Prefecture, Japan

Abstract. The habitat of the Japanese fire-bellied newt Cynops pyrrhogaster has declined significantly across Kanagawa 
Prefecture over the past several decades, and the species is listed as “Endangered Category I” in the Kanagawa Red Data Book 
(2006). In Aikawa Town, Aiko District, C. pyrrhogaster was previously considered abundant. However, since 1994, only 
sporadic records have indicated the presence of the species in Aikawa Town. To clarify the current status of the population, 
field surveys were conducted in July 2022, July 2023, and March and April 2024 at a riparian wetland adjacent to the Nakatsu 
River. The species was consistently confirmed in all four surveys, with three adult individuals collected in 2024. These 
findings suggest that rare species or local populations, such as the Japanese fire-bellied newt, may persist in remaining riparian 

wetland habitats.

緒　言

　
　アカハライモリ Cynops pyrrhogaster (Boie, 1826)は、有
尾目イモリ科に属する日本固有の両生類であり、本州、
四国、九州および周辺島嶼の温帯地域に広く分布してい
る。かつては水路、水田、池、沼、谷戸田に生息する身
近な生物であり（浜口 , 1996）、環境指標生物としても知
られていた（永井ほか , 1989）。しかし、近年では土地
開発、水田の圃場整備などの水辺環境の変化により、各
地で生息地が消失し、それに伴って個体数が減少してい
る（新井 , 2006; 松井 , 2014）。このような状況もあり、ア
カハライモリは 2020年の環境省レッドリストにおいて
は準絶滅危惧種（NT）として判定されている（環境省 , 
online）。神奈川県においても、かつては広く分布してい
たと考えられるが（浜口 , 1996）、現在の生息域は限定的
であり、神奈川県の全 33市町村のうち 11市町村（愛川町、
厚木市、伊勢原市、大井町、相模原市、秦野市、葉山町、
平塚市、南足柄市、山北町、横浜市）で生息が確認され
ているのみに留まる（新井 , 2006; 竹内ほか , 2008; 本田・
島田 , 2009; 佐野ほか , 2017; 松本ほか , 2022; Senzaki et al., 
2022）。神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006にお
いても「絶滅危惧 I類」として判定されており（新井 , 
2006）、丹沢山麓など一部の地域を除いて個体数が少ない
ことが報告されている（浜口 , 1996; 竹内ほか , 2008）。な
お、横浜市の個体群は西日本からの移入個体群である（松
本ほか , 2022; Senzaki et al., 2022）。

報　告

　神奈川県の北部に位置する愛甲郡愛川町では、八菅橋
より上流の中津川右岸の湿地において、かつてアカハラ
イモリが多数生息していたことが知られていたが（新
井 , 1999）、1994年の夏季以降、同地では本種が確認さ
れなくなったことが報告されている（新井 , 1999）。一方
で、1994年以降も本種の生息を裏付ける観察例は断続的
に報告されており、2002年には八菅で成体の写真が撮影
され（丸野内 , 2002）、2009年には尾山耕地の水田で幼生
の生息が確認されている（倉橋 , 2009）。さらに、2011年
には水田地帯の池（苅部・西原 , 2014）、2015年には八菅
山いこいの森においても確認情報がある（山口 , 2015）。
Senzaki et al. （2022）では、愛川町産個体の DNAサンプ
ルが解析に用いられており、これらは 2019年（観音崎
自然博物館 KNM-A24）に採集されたものである（先崎・
佐野 , 私信）。このように、愛川町においてアカハライモ
リが生息し続けてきたことは、複数の記録によって裏付
けられている（表 1）。しかし、これらの記録は散発的な

表 1. 神 奈 川 県 愛 川 町 に お け る ア カ ハ ラ イ モ リ Cynops 
pyrrhogaster のこれまでの報告

観察された年 地域 出典
1994 八菅橋上流の中津川右岸 新井（1999）
2002 八菅 丸野内（2002）
2009 尾山耕地 倉橋（2009）
2011 水田地帯の池 苅部・西原（2014）
2015 八菅山いこいの森 山口（2015）
2019 未公開 Senzaki et al.（2022）
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標本として収蔵した（神奈川県立生命の星・地球博物館
両生類標本 KPM-NFA001011–001013）。

結果と考察

　2022年 7月 1日にはアカハライモリ 15個体の成体、
2023年 7月 30日には 5個体の成体および複数の水生生
物の生息を確認した（表 2）。2024年 3月 25日には雄 1
個体（表 3、図 2A）、4月 7日には雌雄各 1個体（表 3、
図 2B, C）の生息を確認し（表 2）、採集した。同地点は
中津川からの河川水の他、湧水も水源としており、年間
を通して安定した水の供給がなされている。そのため、
アカハライモリおよび、その他の多くの希少な水生生物
の重要な生息場所になっていると考えられる。
　日本全国のアカハライモリは大きく 5つの遺伝的な
系統が存在することが知られており（Tominaga et al., 
2013, 2015）、外部形態にも地域変異が存在する（Sawada, 
1963）。全国の個体群のうち、関東種族のみが尾部先端
が丸いという特徴および、固有の腹部斑紋を持つと考え
られている（Sawada, 1963）。今回採集された個体の尾
部先端は丸く、腹部斑紋も関東種族の示す変異の範囲内
であり、明らかに他の地方種族とみなされる斑紋ではな

観察報告にとどまっており、近年の確実な生息状況を示
す資料は限られていた。そこで本報告では、2022年から
3年間にわたる調査で得られた観察記録と、神奈川県立
生命の星・地球博物館への標本登録をもとに、愛川町に
おけるアカハライモリの生息状況について報告する。

材料と方法

　野外調査は神奈川県愛甲郡愛川町を流れる中津川に隣
接する湿地で実施した。調査地はヨシ Phragmites australis
の群落に囲まれた区域であり（図 1）、中津川からの流入
と湧水によって形成された湿地である。生息地の詳細に
ついては、保全の観点から未公開とした。
　調査は 2022年 7月 1日 23時頃、2023年の 7月 30日
22時頃、2024年 3月 25日 13時頃および 2024年 4月 7
日 22時頃に実施した。調査においては、止水域や緩流
域を重点的に調査し、水中に潜む個体を徒手採捕した。
2024年に実施した 2回の調査では、採集した個体を麻酔
薬 FA100により安楽死させた後、99 %エタノール中に保
存し、標本として保管した。これらの個体は固定後にデ
ジタルノギスで頭胴長（吻端から総排泄腔後端までの長
さ）を計測し、神奈川県立生命の星・地球博物館に液浸

図 1. 神奈川県愛甲郡愛川町におけるアカハライモリ Cynops pyrrhogaster を採集した中津川に隣接する湿地の景観写真 . 2024 年 3 月 25
日撮影 .
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かったため（図 2）、本個体群は在来個体群である可能
性が高いと考えられる。今後 DNA解析による系統比較
によって個体群の由来を正確に調査する必要がある。
　本研究は、これまで散発的な記録にとどまっていた神
奈川県愛甲郡愛川町におけるアカハライモリの生息情報
を整理するとともに、中津川に隣接する湿地において、
近年でも生息が継続していることを報告した。近年、中
津川を含む相模川水系では、多くの河川改修や護岸工事
が実施または計画されており（国土交通省 , online）、土
地改変に伴う湿地環境の消失が危惧される。今回の調査
結果から、局所的に残存する河岸湿地には、希少な生物
や個体群が現存する可能性があることが示された。この
ため、改修工事に先立ち、環境アセスメントや生物モニ
タリング体制の強化が望まれる。
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図 2. 採集されたアカハライモリ Cynops pyrrhogaster の腹側の
写真 . A: KPM-NFA001011（雄 , 尾部欠損）. 2024 年 3 月 25
日採集 ; B: KPM-NFA001012（雄 , 尾部欠損）. 2024 年 4 月 7
日採集 ; C: KPM-NFA001013（雌）. 2024 年 4 月 7 日採集 .
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